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創立70周年記念行事を終わって

化学研究所記念行三拝委員長 坂 東 尚 周

昨年11月29日都ホテルで化学研究所創立 70周年行

事を挙行し､盛会裡に無事終了いたしました｡ここで

御協力いただいた方々-のお札と御報告を兼ねて､行

事の概要を記録に残したいと思います070周年は50

周年､100周年に匹敵する重要な節目と認識されてお

り､化学研究所が21世紀を目前にしたこの時糊に､

記念すべき行中を行うことができたのは大変恋#(莱い

ものと考えます｡

記 念 講 7如会

講演会は約230名､展示会は約300名､記念式卿 ま

約200名､記念祝賀会は約400名の参加者があり､御

来場いただいた人数は所員を含めて約450名になると

思われます｡大変な数の人達に化学研究所は期待され､

また支えられてきたことを改めて痛感した次窮です｡
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記念講演会は新庄所長および祐浪名誉教授によって､

無機材料および生命科学の墳先端の研究が紹介されま

した｡

展示会については担当された小林教授による紹介が

あるので省略しますが､熱心な討論が叔後まで尽きず､

次に始まる式典の開始時間になっても､式典会場にお

見えにならない先生方が多く､そのため開式が予定よ

り10分以上遅れるというハプニングが生じました｡

式典は小田教授の司会で､新庄所長の挨拶に続いて

文部大臣始め関連接関代表の祝辞を頂きました｡いず

れも70周年記念のお祝いと化学Tl)f死所に対する期待

が述べられましたO祝2111会は宮本教授の司会で進めら

れました｡ これに

関連 してここで触

れておかなければ

ならないのは堀尾

先生のことです｡

先生からは化学研

究所の大先非 とし

て心温まる祝辞 を

いただきましたが､
在りしRの堀曜先生､右.酉島前東大を長,左

その感緒の消えない3週間接の 12月21日逝去され､

我々を驚かせ､悲しませましたO心から先生の御冥福

をお祈り申し上げます｡

錠開きが威勢よく行われ､沢田元京大諾長の御発声

で乾杯して祝宴が始まりました｡途中化学研究所と協



同研究協定を結んでいる ドイツのデュイスプルグ大学

のコイネ教授から新庄所長に記念品が贈呈 され､華や

かな雰田気で宴が進行 し､無事行事は終了 しました0

本記念事業の目的の一つは関連株関や関連分野の方々

に化学研究所への理解を深めていただくことで した｡

この日的は記念講演会､展示会の盛況をみれば充分達

成 されたものと考えています｡

FR･後に本行事に御参加いただいた方々､また行事 を

担当 し､或いは御協力いただいた多 くの方々に心から

お礼を申 し上げます｡

記念行事は次に示すように進行 しました｡
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堀尾先生がお亡くなりになる日311IIにしたためられたyr症所長宛の
お礼の手紙

創立70周年記念展示会

化学研究所創立70周年記念事紫の第 2部 として展示

会が平成 8年11月29日都ホテル山城の間に於いて行わ

れ､名誉教授の先生方を始め学外学内の多 くの方々の

御参加を頂いた｡ほほ250m～の広 さの会場 に28のパ ネ

ルが並べ られ､9大部門 2施設の総計28研究領域がそ

jtぞjtの成果と高いアクテ ィビティを示すべ く趣向を

凝 らして創造性あふれる展示を行った｡会場入 り口右

手のパネルには化学研究所の概要紹介のポスターが

[自由奔放な発想 と研究を展開する化学研究所 ]とい

うタイトルで出版委員会の手で作成され展示 されてい

た｡そのなかでとりわけ ｢これからの10年｣ というパ

ネルは､5つに大別された化学研究所の研究分野のそ

れぞれにおける実現可能な夢 というか努力 目標をまと

めた内容 と共にその斬新な色 と形で注目されていた｡

研究領域の大部分のパネルではカラーコピー横やカ

ラープリンター等 を駆使 したカラフルなポスターが効

果を上げ､会場中央に置かれた白い九テーブルと会場

片隅で提供されていたコ-ヒ-やジュースの無料サー

ビスと相侯って会場の雰Efl気を明るく和やかなものと

する役割を果た していたように思われる｡さらにはイ

ンターネットを用いた発表が 5領域､パ ソコンア イス
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プレイやビデオを用いたものが8領域あり､時代の澱

先端を行く化学研究所らしい発表風景となっていた｡

また酵素蛋白のX線構造解析結果を表示した立体分子

模型や実験器具あるいは合成された新物質や実験糊料

の実物を持ち込んだりしたのが人目を引いていた｡展

示時間は午後 1時30分から4時30分までの予定であっ

たが展示設営完了の午前10時頃からすでに多くの聴衆

を集め､昼食時間中も含め熱気あふれた活発な試論が

会場のあちこちで行われていた｡幾人かの ｢自己評価 ･

点検｣の外部委員の先生方や久し振りに化研の行事に

参加された先丑呈あるいは化研出身のかたがたは大層熱

心に各パネルでの説明に聞き入っておられたO特に化

学研究所で行わjlている研究テーマが時代の要請に即

応し､自在に変化､発展している事や研究分野が多岐

にわたっていることに駕いたという感想を下さった先

生が何人も居らjlたということは我々が常に心してい

ることでもあり大変喜ばしいことである｡またいずれ

の領域の研究内容も国際社会に於いて トップレベ)t'に

位置する高い内容であると思わjl､化学研究所が世界

のCOE(CenterOrExcellence)と成ってもおかしく

はない筈だと感じられた｡憐接 した会場で記念式典が
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開催される午枝4時になってもなお多くの熱心な試論

が続いていたため､式典担当の先生方にはかなり気を

棟ませていたことと思われるO

これまでにも公開講演会や大学院生研究発表会等を

通じて領域間の相互理解を深め､学外にその研究成果

をアピールするための活動が多少は存在したけれども､

今回ほどゆったりとしたスペースの会場と十分な討論

時間を持って､しかも全領域が一堂に会して発表と討

論を行った事はなかった｡今後このような試みがもっ

と頻繁に行われる事を念願する｡本展示会の各パネル

の様子は3冊の写真帳にまとめられ化学研究所展示室

において閲覧に供されている｡

なお今回の展示発表会が非常に活発に且つ好評裡に

終わったことは､各領域構成員の先生方の日頃の研鞭

の賜であることは言うまでもないが､展示委貝の方々

ととくに事務部総務課の方々の献身的な協力軽くして

はなし得なかった事であると考えている｡ここに感謝

の意を表したいO (文安 小林隆史)

黄 葉 通 い

住友化学工業株式会社 取締役 石rrFl化学品研究所良

化学1])f究所客員教授

角 五 正 弘

仕事の関係もあって関西に行くことは多いが､宇治

方面に行くのは初めてであった｡私どもの化研出身の

若手研究者に聞くと､京阪電車のルートが最も便利と

のこと｡東京から新幹線を使って京都で下車､数えら

れたルートに乗ったが､途中の待合わせ時間が長く､

結局タクシーに乗り換えて化研を訪問したのが桜の咲

きはじめの3月下旬の午後であった｡先生方にお話し

すると､次回からは奈良線を使うようにと笑われてし

まったOこの時は簡単な打合せの後､筒福寺-と足を

伸ばしたO以前から一度訪れてみたいと思いながらそ

のチャンスがなく､また､もう30年近くになるが､私

の入社した-年後からしばらくの期間､同寺で当社の

新入社員研修が行われたことを聞いており､特別の思

いもあった｡実はこのことが後で宿題をつくることに

なるのだが - 0

桜の季節も終わり､新緑の美しい4月下旬に第1回

日の講義が始まることとなった｡もちろんそれからは

間違いなく奈良線を利用することとなるが､沿線から



見る景色も新緑から真夏のギラギラした太陽に輝 く家

並み､そして紅架の季節へと変わり､任期が終わるま

であと2ケ月となってしまった｡この間の私の話が皆

さんのお役に立てたのかどうか､不安で一杯である｡

私自身は従来進めてきた仕事をお話できるようにまと

める過程で大きな勉強をさせていただいたと感謝して

いる｡主即 行の段階であらためて文献を読み直したり､

研究者と議論 したりと充実 した期間であった｡

昨年は折りLも化研創立70周年の記念すべき年であっ

たO先生方は準備で大変な御苦労をされたことと推察

するが､私は所用もありパーティ-だけに参加させて

いただいた｡来賓の方々のスピーチに化学にかける葬集

い情熱を感じながら､日本の化学工英にその情熱をと､

のように生かしていくのかを考えていた｡

ハブル崩壊後､日本の政治､経済を含む社会全体の

システムに大きな問題があることが指摘さjtているO

それ以前の1985年からの急激な円高により､日本の製

造業はその国際貴定車力が大きな問題としてクロースアッ

プされてきた｡とりわけ､日本の化学工業は規模の点

で欧米の大メーカーにくらべて劣 り､また国内市場に

はとんと依存し､国際化にも遅れたO欧米ではここ数

年､化学業界の大きな再編が進められており､昨年発

表された王なものだけでもチハ ･カイギーとサンドの

合併によるノハルテイスの誕生､BAS】丁とヘキス トの

ポリプロピレン事業､BASFとシェル､モンテルのポ

リエチレン事業の統合によりそれぞれ年産100万 トン

以上の事業会社の設立があげられる｡

そのほか､新しいオレフィン重合触喋として注目さ

れているメタロセン触媒を軸とする欧米大企業間の提

桃も進められている｡昨今､研究開発にかかる牡用は

膨大なものとなってお り､研究コストの削減と成果の

拡大を図るため､先進技術を軸としたグローハル企業

がさらに誕生するものと考えられる｡

一方､化学工業の基礎原料であるエチレンをみると､

1996年央の世界の生産能力が約8200万 トンに対 し､

1200万 トンの増設が計画されている｡そのうち約40%

にあたる450万 トンが日本を除くアジア地区での計画

である｡日本には新設計画はなく､730万 トンの能力

のままで推移すると考えられているOこの地区の拡大

する市場に向けて､先進国から導入した技術パッケー

ジをベースに安いコストで生産が行われるようになっ

てきている｡

我々日本の化学工業はこの二つの大きな流れの中で､

21世紀に向けて大きな課題をつきつけられているOこ

れからの日本の化学工業には､先進技術を開発 し､そ

の知的財産をベースに地球規枚で事業を展開する以外

に道は残されていない｡

昨年の化桝の記念パーティーにおいて､堀尾先生か

ら化研設立の一つの目的は学部縦割 りの弊害を取 り除

いて新 しい化学を創造することにあったとのお話 しが

あったOこの輪の中に限らjtた期間とは言え私のよう

な企業の研究者が御一緒出来たことは有難い｡新 しい

芽をみつけるためのディスカッションをお願いしたく､

これからも奈良線を利用させていただこうと取ってい

る｡

ところで､話のはずみで当時祝福寺での新入社員TlJF

修を企画 した会社の大先非より､訴福寺塔頭の老師へ

の紹介状をいた7L=いてしまった｡まだ､この宿題が痛

んでいない｡こちらは気の重い奈良線となりそうである｡

化研国際シンポジウムICRIS′96印象記

化学研究所国際シンポジウムICRIS'96(Instltute

forChemlCalResearchInternationalSymposium196)

が平成8年11月7､8の両日にわたり宇治構内の木'fir

ホールで開催された｡

このシンポジウムは､化学研究所alJ立70周年を接に

その継続的な開催が発案されたもので､当市)F究所主催

の国際会議としてはFR･初のものであり､文部省 ｢国際

躯会開催権焚｣の補助をうけているo高分子物理化学

を主な研究対象とする化学研究所内の6研究部門が運

営を担当し､現在世界的な関心を鎮めている ｢高分子

の述動と組織化の制御｣を主題として､国内外からの

招待試演12件､研究所内からの言附窮4件およびポスター

発表21件が行われたo誹演会の参加者は120名で､比

較的こじんまりとしたシンポジウムであったが､その

分､密度の高い議論が友好的な界囲気の中で行われたo

参加者の方々､例えはThomas教授 (MIT)やGray

致授 (McGl11大学)からお誉めの言架を頂いたよう

に､成功裡にICRIS■96を終えることができた｡

ICRIS'96の講演､ポスターでは､ナノメータスケー

ルからミクロンスケ-ルにいたる幅広い領域での高分

子の構造と運動に対する頼先端の研究成果が発表され

たO例えば､ピコ秒のrl引問スケールにおける高分子鎖

の速い運動についてのBLlChenau教授 (JullCh研究所)

の講演と数分から数時間におよぶ時間スケールでのブ
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ロック共重合体 ドメインの遅い運動についてのKornr

leld教授 (CallrOrma工科大学)の講演がしめすよう

に､個々の講演､ポスターで論じられた構造のサイズ

や運動の速さはかなり異なるものであった｡このサイ

ズや速さに応じた活発な議論が各講演､ポスター発表

にたいして行われたが､これらの試論を通じて高分子

という物質のもつ階層性 ･多様性が浮き彫りにされた

ように思う.高分子のr;馴副生･多様性は高分子の構造

と物性を解明して ｢高分子の遁動と組織化の制御｣を

行う上で重要な因子であるが､この構造 ･物性の基礎

的研究において化学研究所が示す世界的レベルのアク

ティビティが研究所内からの講演 ･ポスターを通じて

明確に示されたと思う｡特にポスターセッションでは､

予定の時間をオーバーするほど白熱した議論が展開さ

れ､化学研究所の研究成果に対する国内外の高い関心

がうかがえた｡

なお､ポスター発表とバンケットは醍醐プラザホテ

ルにおいて､11月7Elに行われたoポスター発表はビー

ルなどの飲み物のサービス付きであったが､これは試

論の口元を滑らかにすると好評であった｡バンケット

は所内外の招待者を含め約150名の出席者を得て､こ

れも盛会であった｡宮本組織委員長の挨拶､HlgglnS
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教授 (Impel,lal大学)の招待者代表スピーチ､掛 也

教授 (大阪大学､高分子学会会長､外部評価委員)の

乾杯スピーチなどがあり､終始なごやかな裡に友好親

善の目的が十分果たされた｡ (文王7- 渡辺 宏)

研究ハイライト

高分子結晶中の分子鎖の直接観察

構造脈析2.に礎Ll)F光iTl;門Ⅲ 辻 正 樹

昭和49年6月､工学部高分子化学科4回生として高

分子結晶学研究部門 (現 構造解析基碇研究部門m)-

配属された｡当時の研究室担当教授は小林恋之助先生

(名誉教授 ,平成8年3月18日逝去)で､極低温超高

分解能電子顕微鏡 (通称HAREM)が完成した直後

のことであった｡その後修士課程1'i･了までは､レーザー

光を用いた光学回折 ･画像処理の装置の作製ならびに

回折 ･処理実験､さらには､ネガの黒化度分布をフォ

トメトリーによってデジタル入力した画像データに対

してコンピュータによる画像処理を行うことがテーマ

であった｡筆者の修士言紫程修了と時を同じくして小林

先生が停年退官され､片山陛-先生 (名誉教授 ,現在､

平安女学院短期大学)が助教授から研究室担当教授に

昇進されてからは､HAREMを使って高分子結晶の

高分解能観察を行うことになったが､これが博士課程

での主テーマとなり､結局､筆者のライフワークとも

なっているOこのテーマを始めた当時は､耐電子線性

が低く少量の電子線照射丑で非晶化してしまう高分子

結晶では､拡大倍率を大きくし多量の電子線Lp主を貰す

る高分解能観察が不可能と考えられていた｡ちなみに

ここで紹介する ｢高分子｣とは直鎖状の合成高分子の

ことであり､同じように大きい分子lSi-を持つ巨大分子

であっても蛋白分子はここでは対象外である｡



直鎖状合成高分子の代表例はポリエチレン (PE

(-CH2-CH2-)n)であり､分子量10万のときの分子

鎖長は約900nmとなる｡この分子の横断面の直径が

0.5nm程度であることを考えると､極めて細長い鎖

状の分子であることがわかる｡また､共有結合で繋がっ

た分子鎖軸方向とそれに垂直な方向では､諸物性に大

きい異方性が発現することは容易に想像できるoさら

に､合成高分子には分子量分布､すなわち分子組長の

分布が有り､分子鎖中で繰り返し単位の異常 (分枝､

モノマー単位のheadtotallllnkageにおける異常も

含む)も起こりうるなど､低分子のような完全度の高

い結晶を作るのが難しい｡勿論､全く結晶化しないも

のも有る｡同一種の結晶化可能な屈曲性高分子だけか

ら成る場合でも､固体中における高分子鎖の形態を分

類すれば､図に示すように極端な3つが考えられるo

A)ランダムコイル 非晶領域 (融体を含む)での形

態を代表する｡しかし､応力下ではある程度配向する｡

B)折りたたみ鎖 分子鎖が自分自身に折り返して分

子内結晶を作り､数-致10mm厚さのラメラ晶 (板状

晶)となる｡分子鎖ステムは､ラメラ晶の板面にほほ

垂直にパッキングされているJ

C)伸びきり鎖 分子鎖が伸びきり､分子間結晶を作

る (分子鎖の曲がりにくい剛直鎖高分子の結晶もこれ

に含まれる)0

丁
ラll/'

l
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＼
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B川子りたたみ多良 A)ランyムコイル

現実の系では､たとえば､これら3つの形態の中間

あるいは混在となることは言うまでもないo蛋白分子

の場合は､分子量ならびにアミノ酸残基配列がすべて

厳君に定まっているので､完全に同じ大きさと形態の

巨大な分子が結晶格子点の1つ 1つに配置されると考

えられるcLたがって蛋白結晶は､単位胞が大きく構

造が複雑ではあるものの低分子の結晶と本質的に同等

であると考えて良いoLかしここで耽り根う高分子結
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晶の場合､たとえば極端な状態として(B)あるいは(C)の

形態をとるとしても､結晶の格子点には分子鎖全体で

はなく､モノマー単位なと分子鎖の一部が配置される

ことに注意されたい｡

さて透過型電子顕微鏡 (TEM)像は､試料を電子

線の入射方向から見たときの2次元投影に相当するの

でJA)は高分節能観察用試料には不向きである｡ した

がって以下には(B)と(C)の場合を取り上げ､屈曲性直鎖

状合成高分子の結晶における高分解能TEM観察の実

例を幾つか紹介しよう｡

まず旧)の例として､希薄溶液から生長したポ')テト

ラメチルパラシルフェニレンシロキサン(polyTMPS

(-Sl(CH｡)2-中一Sl(CH｡)2-0-)∩)の正方形詐板

状の単結晶 (厚さ約 7nm)を試料とし､高分子鎖

(実r掛よその一部であり､図に示 したように､結晶中

の分子鎖ステム)をその組軸方向から見た分子鎖像と

も言える高分解能像を紹介する｡ベンゼン/メタノー

ル混合系溶媒から生長したpolyTMPS単結晶をその

C軸 (分子鎖軸)方向から見た ｢構造像｣が得られ､

そこでは､直交する二方向に交互に配向した黒い楕円

が解像された｡この楕円の各々が分子鎖ステム1本の

シルエットに相当することは､X線構造解析の結果に

基づいたシミュレーション像により碓記された｡この

例は､高分子結晶においてその結晶構造を､分子鎖軸

方向から見た投影における規則的な2次元周期バター

ンとして捉えたものである｡他には､ポリパラキシリ

レン (PPX)､シンジオタクチ ンクポリスチレンなど

の滞板状単結晶でも､polyTMPSと同様な構造像が

得られており､特に前者のPPXでは結晶構造解析に

役立った｡また､ポリアリルエーテルエーテルケトン

(PEEK)の溶液結晶化物では､刃状転位が解像され､

さらにそれの連続に由来する小傾角粒界が捉えられた｡

高分子結晶における格子欠陥の構造耶折が､筆者の日

下進行中のテーマである｡

次に(C)の例として､イソタクチックポリスチレン

(i-PS (-CH2-CH≠-)n)の一軸延伸制 集を用い､

かなり分子鎖が伸びた状態で結晶化している領域から

得られた ｢格子像｣を紹介する｡格子像とは､結晶性

試料で､ブラノグ回折波と透過波が像面で干渉するこ

とによって形成する明暗の縞模様のことで､微結晶の

大きさ･配向､微結晶内部の格子不整 (転位､積層欠

陥など)の存在 ･位置が可視化される (上述の ｢構

造保｣はその理想的な場合である)｡高分子量 1-PS



(Mw-240万)の溶液をホ ノトプレ- ト上に広げ､溶

媒の蒸発直後に強延伸すると分子鎖は引き伸ばされて

配向すると同時に結晶化し (配向結晶化)､一軸配向

蒋膜が作製できる｡この薄膜を試料とし､ C軸 (分子

鎖軸)に垂直に電子線を入射することによって得た高

分解能TEM像では､延伸方向に走る11nm間隔の

(110)格子縞が帽15-20nm､長さ約200nmに渡って

認められたO途中一部消えていたり､また､全体が禎

やかに曲がっていて分子鎖の曲がりを伴っているらし

い所もあるが､格子縞はほとんどがこの,糸EIl長い領域を

賢通しており､分子鎖はこの領域のコヒーレンスを保

てる程度には伸びていると判断できる｡配向結晶化過

程には ｢シシカハブ｣構造が現われると言わjJLている

が､この細長い領域は羊肉料理シシカハブの串､つま

り ｢シシ｣のみに相当し､シシが細長い単一の結晶で

あることが明らかになった｡この他には､延伸方向に

分子鎖が配向し､かつ碓層ラメラ構造を有するPE､

PEEKならびにポ1)-4-メチル-1-ペンテンの一軸

配向矧僕でも格子像が得られている.これらの格子像

において､延伸方向に積み重なった横向き(edge-on)

ラメラ晶間をその延伸方向に繋ぐ,i'.EIlい ｢タイ結晶｣の

存在が確認されたが､このタイ結晶はシシの一部とも

考えられる｡

これらの高分解能像のほとんとは､加速電圧200kV

の普及型のTEMを用い､室温で揃影されたものであ

る｡平成7年夏､試料を液体ヘリウム温度に冷却でき

るクライオ高分解能TEM (400kV)が当研究所に導

入さjtたO試料を極低温に冷却することにより､有機

物結晶の高分解能観察では致命的な要因である電子線

損傷､すなわち電子線照射による放射線損傷を大幅に

軽減することができる (クライオプロテクション)0

魅低温でなければ高分解能観察が不可能な高分子はも

とより､上に挙げた試料についても､このクライオ

TEMを用いてより微細な構造情報を得るべ (鋭意努

力 しているところである｡

遺伝子の機能を操る

生体分子情報研究.11iI■川 青 山 卓 史

生体分子情報研究部門口では､タハコ､シロイヌナ

ズナなどの実験植物を用いて､発生､分化,環境利敵

応答など高次生命現象の制御に関わる遺伝子の粍能を

研究している.多軸l胞生物の実験系の中で実験植物の

系が優れている点の一つは､人為的に遺伝子を導入し

た個体､つまりトランスジェニック個体の作製やその

株の維持が動物の系に比べて容易なことである｡今日
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グルココルチコイド 不,i性型

GVG事云写誘増系によるルンフェラーセ遺伝子の

タパコの菜における誘中的発規

では､植物における迫伝子接能の研究において､ トラ

ンスジェニック柏物の作製はごく一般的な実験手法と

なっているoLかし､これまで多くの場合､導入追伝

子は植物ウイルス由来の強いプロモタ一により転写さ

れているため､その道伝子権能の解析は興所的かつ構

成的な強削発現の結果を観察するものであった｡これ

ではつな(云子の機能を大まかに推測することはできても､

本来の機能の作用点なとの詳しい解析は難しい｡また､

重要な役割を担う制御迫伝子ほどその強制発現が植物

にとって致命的である場合が多く､それらに関しては

トランスジェニック植物自体が得られない｡別の発現

方法として､熱や傷害など外部環境刺激によって活性

化される植物由来の訪執 生プロモタ-を利用すること

もできるが､今度は導入した避伝子の発現誘導と同時

に熱や傷害などに対する植物本来の応答も引き起こさ

れるので､,導入迫伝子の機能の解析が非常に複雑にな

るoこれらの排鞍を克服するために､動物のステロイ

ドホルモン受容体の一種であるグルココ)レナコイド受

容体 (GR)の活性化機構を利用し､植物に多面的な

影響を与えることのない転写誘iSE系を開発した｡

GRはグルココルチコイドの結合により活性化され

る転写田子である｡孜々はラノトのGRのホルモン結

合 ドメインと酵IITJの転写因子GAL4のDNA結合 ドメ

イン､ヘルペスウイルスの転写国子VP16の転写活性

化 ドメインを組み合わせることにより､植物において

グルココルチコイド存在下でのみ強い転写活性化能を

示すキメラ転写因子を作製することに成功した｡キメ

ラとはライオンの頚､やぎの胴体､へびの尻尾を持つ

伝説上の生物であるが､我々のキメラは酵母､ウイル



ス､ラ ノトといった異なった生物界を起源とするもの

で構成されており､それらは植物とは無縁なので､転

写誘導に際 して多面的な影響を与えないと考えられる｡

この系はGAL4､VP16､GRの頭文字をとって ｢GV

G転写誘導系｣と名付けられたoモデル実験 として､

ホタルのルシフェラーゼjJii伝子をタバコの架で誘導的

に発現させた実験の結果を馴 二示す.タバコの架の一

部にグルココルチコイドを噴指した後､全体にルシフェ

リンを与え発光を観察 した｡白く見える部分はグルコ

コルチコイドの添加によりルシフェラーゼ迫伝子の発

現が誘導された部分である.今後この系を用いて､植

物の様々な避伝子機能の発現を人為的に操作すること

により､それらの権能自体を明らかにしていこうと計

画 している｡

避伝子の研究は今世記後半に飛躍的な発展を遂げた

分野である｡今 E)では､ラン藻､酵母など幾種類かの

微生物で既に全染色体のDNA塩基配列が決定 さjtて

お り､ヒ トを含む高等生物においても全塩韮配列の決

【口頭発表】

軸不許を有するフラビン併薫モデルの物性と水芸移動反応

の立体化学

生体反応設計研究部門Ⅰ 拷友 淵

iltL給フィンガー型転引当子SplによるDNA諾,札と
その機能変換に例する研究

生体反応設討Tljf究部F'r川 永rL覇】 カ

シュードモナスhj:I;山楽リパーゼ括性化タンパクrIの
分T一機肌｢_FR)するIlJf先

生体分IT･機能ll)f究部門Ⅰ 柴ul 洋之

StluCtUreandFunctionOrDIAmlnOAcldAmlnOtranSreraSe

生体分子機能研究部｢■川 岸本 和久

SLudleSOfStructure.FunctlOn,andExpress)onof
G)utarnat,eRacemase

生体分子横能研究部門口 劉 利jk

L-2-ハロ酸デハロケナ一七の脱ハロゲン横桃に帆する

偶造生物学的研究

生体分子捕報研究部門Ⅰ 久野 玉雄

大強皮イオンビームにおけるハロー形成について

llTl:千核科学ErJf究施設 旭 i 雅紀

StlldyoERFQAcceleratingSいucturesBasedon
MultトConduct,ol･Resonators

ll;lrJ'･核科学I.)F究施設 Va】erlKap川

化合物半導体における刑ull'･)自己核偏極

卵子核科学研究施設 中村 共
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定に向けプロジェク トが進行中である｡一方､逝伝子

のクローニングに関しても､その塩基配列が部分的に

判れば､ポリメラーゼ連鎖反応 (PCR)法などの酵

素学的手法により簡単に行うことができるし､好 きな

配列をもつ遺伝子を化学合成で-から作登竺することも

可能であるQこのように物質としての遺伝子をほぼ自

由に扱えるようになった現在､逝伝子の佃能を自由に

操ることは次の課題であろうo Lかし､これは迫伝子

操作でなにか有益な生物を生み出そうということだけ

では決 してない｡冶伝子の研究はまさにその機能の研

究であ り､生体内において個々の避伝子機能を人為的

に糾御することは､それらの横能自体を知るための有

用な実験手法なのであるoまた逆に､避伝子の機能を

知ることは､避伝子樺JHEの新 しい操作技術の開発につ

ながる｡GVG転写誘導系も､用いた 3つの転写国子

の機能に関する知識をもとに開発されたことはいうま

でもない｡避伝子の機能を知ることと操ることは表裏

一体､車の両端のようなものである｡

博士後期課程

中性T.A.I;配位オリゴシランの化学

17億介成基礎研究斜1'JI 浅Ii;I: 稚拙

メスバウ7-分光法による【Au/.]gi磁性屑 】系

人工格子の磁性

舶殿-I;朋化学研究部門Ⅰ 臼二本 武志

SrRuO3掛J袋の作成と物他

州確認ヰJ化学rJ)f究郎rl川 和加 J:･t

左比カチオンB12SrlCuO,の'.;;日工1'での合成と変.U.'Jftlli辻

如機T米桝化ギーl)f究部門Ⅲ 新孤 稔展

lf引J;flV道を持つ鋼およびニノケ)i,複合酸化物の合成と磁性
iDr.傑ぷ胡化ギ研究.11州 m LlJ浦 一成

7.1'JlLF_合成法を用いた新しい銅倍化物の合成と物性
加横X･胡化学研究部r'FJul 小林 斉也

Langmulr股の赤外外部反射スペクトル
界fWI物性7lN究祁門Ⅰ 酒井 洋

金掘イオンに対して吊■.7選択的な認識､分離機能をJ/lする

配t_tl.子の分子設剥

非師物件研究-,Tlir.ffnlLe ThlHanhQuyen

被 .液､推 .膜界術を利川する分析化学反応の

ITに気化学的BJIlW

界何物1MlJr兜,I;lil-■川Ⅰ 詰IH 桁犬

B20｡をペースにしたガラスの桃道と非線形光ぢ三羽1:1

Jllr横架材化学研究,WF"川7 1ZHHtLr太郎



【ポスターセッション】 博士前期課程

Dltha日lumPhtllalocyanlneの船主と物性

flVl造解析遊脚 l)F究部門rl ilrほて 姓夫

ポリテ トラメチ レンサ クシネー トの延伸過程における

構造変化

fllli道脈析Ijl.礎研究附 zIHII 辻本 純一

光起'IE力劫火を示す トリフェノッチアジン誘導体試栄.fjiさの

ITに子肌追枇測

非何物伯TlJf究部門Ⅲ 遠藤,I-l_太郎

fL'.i1度両til分子の創.'Lr.に向けた新規分子の設Til 合成と

キャラクタリゼーション

界何物1≡ill)f究部門 l] 佐久間太郎

蛇琶湖水■Fr洛存nT機化学柾の動態解析

界TrfL'物性研究部 門m 三戸彩絵子

tiJJ洋中のqJ二､第三速移系列元諾(Zt､Ilr､Nb､Ta､Mo､W)

の動態僻析

ynT(l物性研究部r"Jm 秋山 昌次

微細V-gl､00Ve上の非綿(_T型人_L格子の巨大磁気IiuJIL効米

.1Elr機素佃化学ll)F究-I?lil"AI _TlLJJ'Jit訓怒

光誘起 ,E押効米によるYBa2Cu3073酬 先への

キャリアー ドーピンク

1L】り珪素14化学ll)F先.71iI■■Hl Lll揮 一事

NdO.ら-StO-CuO系の州平衡と化合物

.1f!r横糸糊化fjHl)F究部I"1n IL‖llT.I.･Jlム

Ln2CuSnO｡(Ln-La,Pr,Nd)の1■.I)圧合成と磁性

1E]r.粍某JLJ化半研究部l■川I 改み 1.3:ll=1.

ゴJTll'スピン純子化合物の合成とその磁性

.1E]r横糸朋化Jだill)F先.‡仰リm 藤城 =)托L

,I.■.'JA和合イJオキシハライ ドカラスの構造 と

三次訓線形光学科1当

.ll】r横束14化学71)f究部門Ⅳ ｢Hll邦J-i

ゾル-ゲル法によるサ7'ミクロン粒子か らなるTIO2謝膜の

Î.梨 と光磁気化学的liLJfl

lllr機讃胡化学桝先.別門Ⅳ 7:.'J橋 J.tlt文

トリプロ ノク;)L.誰合イイゝの舛1Jl-艶性-村.1当,l,i:移の機Jllli

和利物他∃.Zー脚 l)r究.115円Ⅰ 佐偵 知広

ガラス･柾移訂り城での柳定形試分子の粘fJr11(性 と複F.試.析

別科物性基6,11研究.抑1-日 松41 裕人

材r'fE球状粒子の粘性

制料物iご1基礎717f究部門 Ⅲ 詣山 鬼辛

アモル77スTll】分子の低温町 筋比熱にl兆1する

中性子散乱研究

制料物性韮槌研究郎門口 宮川 誠史

メタロセン触雌によりiE合 したポリエチレンの陸川 構ゝ造

および分子 遊動にl堪】するl卦体HCNMR解析

材料物牲jJ'GJill)f究弧 "HrT 桑I駅 和弘

円1較セルロ-スLtH(左系のダイナ ミクスと自己Jjit合体 分子

形態牛HiIに側するII)F究

胡料物tl2.紺帥r究部門IJ 川西 弘之

放料のT.i.1】分子化とその光退色性に例するLljf究

有機材料化学柑F究部門Ⅰ 桑Il;I: 韮迫

LB法i･用いた耳.')分子掛1先の構造制御に関するllJf究

右横糊料化学II)r究挑門Ⅰ lLJ本 門-;7′

ビシクロ [222]オクテンの糾掲呈したデ ヒ ドロアヌ レン好t
の合成と1三Ifjl

祈機朋料化学研究部門 Ⅲ 河村 僧

フラーレンC6｡の化学変1削二l判する研究

I4--1機糊料化学IJ)f究附 -■川 #:JE]王 韓

シラ-Wlttlg転位の榊与をとその有機合成化学的応用
有様合成1基礎TlJf究部門Ⅰ 土井 孝之

パラジウム触媒によるア1)-ル金AFji化合物の筋化的

ホモカ ノブリング反応

有機合成jjHIStlJr究祁門Ⅰ 大判 Iri榊

1.1'-B】naphthalenc-8.8'-d)o)を利用する不許反l:tl
イ3機合成遊脚 l)F究祁I■■川 浅川 虹尋

不斉記1かこ基づ くα-ア ミノ恨訪中体のエナン+オ逃沢的

アルキル化反結､

有機合成基肘 l)F究邦l"Atl i加 重 政克

タキソールを-2.に純とする1JFLJj!t.以活1二日ヒ合物の設;,r

有機合蚊貼附 りF究邦l"111 渡辺zll香里

パ ン彬Llを用いたニ トロオレフ1'ンの不許道元

生体反応設計桝究l',lliI‖JI Wは: 苑和

ナチカビによるケ トンの不許遊-TL.

生体反).t､設;,,HI)r究祁門Ⅰ 松ZIT知=)'-

釧胞内シグナル伝述系を標的とした斬鮎配位子の設討

生体反拡設言HI)F究[;lirl■川 久保江植 樹

ロイシンシ ノパー当望タンパクTfのDNA*,I.合に及ぼす

二ir_t化部位の彬秒

生体反応設請HI)F究那JJ■川 iF!'EIl q'J'

新 しくデザインしたオリゴペプチ ドによる

塩-2.lt配列判粥的なDNA寿.li告

蛙体反応,殻引lJ)r究i■11SL'■川 八十J:,l性一

.■肘立科判的変災蛸入法を川いたアスパラギン合l加 学業の

nT11生中心残弘の帆析

生体分子機能lJ)f究部門Ⅰ 旺(/上信太郎

X線結晶fllli造脈桝をEj指 したy-ダルクミ)i,システイン

合成甜菜のi,I..E,=.'.化にl弘け るLりF先

月_体分子機lJE71)f究附"JI 久田 tLIJ元

CatalytlCMechanlSmOrFluoz･oacetateDehalogenaseH-1
壬l三体分子機能ll)F究部門n TF-IliJ 巡

FoldingMechanlSmOrFlagITLenta】･yAlamneRacemase

生体分了横tfETlJr究.llESL-■川 鵜尾 琢 J芭

RegulationOrGlutamateRacernaseExpresslOnln
EscherLChLaCOLA

生体分子機能研究鮒-■川 遠藤 ま二

-I.1-



SLructureandFunctlOnOrLl2-HaloacldDehalogenase

r)tornPseudomonasspYL
生体分子機能研究部門Ⅲ 西J!;モ 北洋

StudleSOrPsychrophlIICPl･OteaSeGenefrom

PsychroLrophlCBact･erla

生体L/T子機稚研究部門口Kulakova.L】udmllaBorlSOVna

環収刺激に応答して発現する転写田子Athb-2の

植物形恐形成における役191

iL作分子怖戟研究部門口 大Llf圭 麻紀

シロイヌナズナのレスポンスレギュレーター退伝子ARRl､

ARF22のiLi経

生体分子情報tiJF究部F"川 酒=)I帯rJ.

花のホメオティツク逝伝子PISTJLLATAの花弁､雌すい

特Yul')な党別調f捌き鮒VIIの解析

生体分子fF'1報Ti)F究部門口 本Irl'J 促

Drosop/uLa初婚j発生にl判する知拙ペース捕集と解析

生体分子fl'i報7))f究EWr7m 川J.-b 秀一

タン′,'クillの核局在化シグナル解析

生体分子fF'i報研究附"Iu 朴 税率

転写因子によるDNA認識の立体flVi遺草rl'･)免等析

生体分子fI.i報研究部門u 服部 iE葬

SystematlCPredlCtlOnOfEnzymeGenesULIllZlngthe

MeLabollCPaLh＼＼唱yDaLabase

生体分子†i'i報研究部r'-Jm 坊l':造 秀椎

yi合Tj.J'周波空洞による三次元レーザー冷却に1匙け る研究

原子核科LJ='CmF究施設 木11.i.,;l壬怖

DAW型力目迎許諾の研究

校千枝科学研究施設 1-7- 食事

【碧水会からの報告】

今年一年間の活動について報告しますOスポーツ大会では､ソフトボール､テニス､卓球､綱引きの四種目に､

春 ･秋合わせて180を越えるチームが出場 し､ トーナメント方式で各競技が行われました｡結果は次のとおりですO

ソフトボール (香) 優勝 ･串和室

(秩) 優勝 ･有機合成 U

テニス (春) 優勝 ･事務室

(秩) 優勝 ･事務室

卓球 (春) 優勝 ･有機合成 Ⅰ

(秩) 優勝 ･事務室

綱引き (春) 傑勝 ･材料物性 Ⅰ

(秩) 優勝 ･材料物性 Ⅰ

また､昨年度は交通事情のために碧水会主催としての

マラソン大会は中止になっていましたが､今年は宇治地

区構内周回コースに変更 して38人の参加者で行われまし

た｡優勝者は卒菜生の中村一別氏,優勝チームはHyper

DISaSterS(防災研､超高層)でした｡

一方､毎年夏のお楽 しみとなっている涼飲会は､大型

台風がすぐ近 くまでやってきて ｢二年連続会議室で行う

羽目になるのではり｣と幹事一同ヤキモキ｡朝から刻一

刻インターネットで気象情報をモニターしつつ､買い出

しに出かけるという状況でしたが､結果的には雑事屋外

で行う事ができ､大いに盛 り上がりました｡

準優勝 ･有機合成u

準優勝 ･事務室

準優勝 ･生体分子機能tl

準優勝 ･材料物性 Ⅰ･U･u

準優勝 ･事務室

準優勝 ･有機合成ロ

ロ･u 準優勝 ･有機合成n

E･m 準優勝 ･構造解析 Ⅲ

年間の支出の半分程度が涼飲会に充てられるため､今年から会資を一年間分先払いにしていただくようお願いし､

たくさんの方にご協力頂きあ りがとうございました｡この結果､スポーツ大会の'llil品と涼飲会のおつまみを例年よ

り増最できたのですが気付かれたで しょうかOその他碧水会からの支出としては文化部の3部会 (恕道､カメラ､

回旺雑誌)の活動に補肋到r･(計11万2000円)を使って頂いています｡なお今年度.院生会が解散になり繰越残金の

5万 5千円余りを寄付 して頂き､碧水会の累柿繰越金が50万円を越えています.何か有用な使い方について意見の

ある方は御寄せください｡ (平成8年碧水会総務 有機材料化学部門[ 西長 芋)

-10-



地域の理科教育へ ｢出前講演会｣

新庄所長宛に､平成8年4月15日､日本化学会近鮭

支部 (支部長城田靖彦大阪大学教授)より-通の手紙

が届いた｡京都大学化学研究所に対 して､同支部の

｢化学への招待企画小委員会｣より､近隣の府立菟道

高校-の ｢出前講演｣を依頼するものであったO以下

にこれを抜粋 し､紹介する｡

"近年､若年層の科学離れが叫ばれる中､さらに､

化学系への志望者が減少傾向を見せている中で､高校

側からのこのような働きかけをお断りするのは､当支

部としても断腸の思いであります｡このような状況か

ら賀研究所で年 1回程度恒常的に講演会または研究の

見学会を企画実施いただけないか･･･O

この日本化学会からの要請を受けるようにとの指示

が､所長から広報委員会に出された｡広報委員会は､

物理化学系の小林隆史教授に誹演を依頼したOちなみ

に､平成7年度には有様化学系の小松紘一教授を派遣

した｡

平成8年 7月11日 (木)､小林教授は ｢電子宗則殻錠

でのぞくミクロの世界｣をテーマに､日で見る化学の

]最先端を高校生に語 りかけ､若者達の旺盛な好奇心を

駆 り立てた｡その梯子が､｢超ミクロの世界への誘い｣

との見出しで翌日のミニ地方新開 ｢洛南タイムス｣に

祁道されているO生徒から､｢化学反応は見られるの

か｣､｢研究者を志した動機は何か｣等の鋭い質問が出

さjtたと聞くO若者達の心は､今も昔も変わらず､純

真､素朴､素直であり､未知の世界に憧れをもってい

ることがわかるO出前講演会後高校生から研究所の訪

問希望が多数あったとのことである｡

このような若い芽を育むことのできる社会環境をつ

くりだすことに我々は寄与する必要があろうOその意

味で､地域社会からの教育的要請 ｢貸研究所で年 1回

程度恒′削 勺に試演会または研究の見学会を企画実施い

ただけないか川｡｣に､広く平等に応えるために必要

な ｢化研ホール (仮称)｣の早ltJJ建設を関係当局に期

待するOこれによって ｢出前｣は解消し､より開かれ

た化研となりうるoなお､創立70同年の機会に漏近改

装された ｢展示室｣(C-327号室)は､各部門の研究内

容をパネルで紹介しており､内外からの研究所への訪

問者に解放されている｡大いに活用されたい｡

(広範委員会)

-ll-

【訃 報】

本学名誉教授堀尾正雄先生は､1996年12月21日逝去

された｡享年91才｡

先生は､1928年京都帝国大学工学部工業化学利を卒

業､本学工学部助教授を経て1941年教授に就任､創設

された繊維化学科の第二講座を担任された.

1969年3月停年により退官され､京都大学名誉教授の

称号を受けられたOこの間､化学研究所長､工学部長､

工学研究所長を歴任され､学外においても､大学設置

審議会委員､国立大学研究所協議会委員､大学学術局

工学視学委員､日本学術会議会員､中央教育審議会委

貞､科学技術会議委員としてわが国の文数行政､学術

研究の発展に尽くさjtた｡さらに日本材料学会副会長､

繊維学会長､国際レオロジー委員会委員長､日本化学

会長､日本レオロジー学会長を歴任o

先生は､繊維化学､中でもパルプおよび人造繊細の

製造ならびにそれらの微細構造の研究に特範すへき先

駆的業q''i'tを残されたO

これら一連の研究教育活動 文数行政活動により

1970年11月紫綬褒章を､1975年11月勲二等瑞宝章を授

与され､また1993年度文化功労者として顕彰された｡

ここに怯んで哀悼の意を表します｡

異動者一覧

平成8年10月1日

[行政職 ]

･前田 昌志 経理課経理掛 配置換

(医学部附属病院管那 黙第-調度掛より)

平成8年12月1日

[教育職]

･安達 書文 生体反応設計研究部門III 助手配位換

(附属核酸情報解析施設 助手より)

平成9年2月1日

[教育職]

･藤測 航 附属核酸情報解析施設 助手配置換

(生体分子情報研究部門口 助手より)

平成9年 2月28日
[教育職]

･今宿 芳郎 辞職

(生体分子情報研究部PEJⅢ 教務職員)

黄発編集委員 中原 勝 (委員長)､堀井文敬､

高野幹夫､玉尾暗平､杉田先街､山崎一博､

木下健次郎

連絡先 京都大学化学研究所 総務課

電話 0774-38-3004(ダイヤルイン)
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